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　「人文系学部の統廃合・改組」が文部科学省から提言され、全国の大学でも

その対応に追われています。その影響がはやくも本学にも及びつつあります。

第一には予算の大幅な削減です。そのため、この紀要も合本で刊行することに

なりました。一方では、見通しの甘いままに進められた新国立競技場の計画の

見直しで、どれほどのムダな国家予算を無責任に使っていることか。もうこれ

以上、大学での研究と教育にそのしわ寄せが及ばないことを切に願うのみです。

　執筆された先生はじめ、査読いただきました先生方に深謝いたします。

� （石塚　　修）
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